
第35回長岡雪しか祭り 第 1回実行幹事会
次  第

日 時 :令和元年 11月 5日 (火)18:30～ 19:30
会 場 :長岡商工会議所 3階第 1会議室

1.あいさつ   実行幹事長  渡辺 美子

2.メ ンバー紹介

3.報告事項
第
昇
回 (錦
キ1年
)長岡雪しか祭り事業報告

4.議  案
①事業計画概要および実施体制 (案)について

②実施スケジュール (案)について

③第 34回 「長岡雪しか祭り」次回への課題・改善策・反省点の整理について

④協賛金依頼先について

第 34回 (2019)協賛実績    6,935,570円

⑤各部会のイベント内容について

。イベント部会 (わんぱく広場、ヘリコプター)        _

・ 100だるま部会 (100だるま大会、雪あかり、親子ふれあい広場)

・銘産ステージ部会 (雪しかステージ、食楽座・雪しか市、雪花火)

・雪国の、BAR

5.そ の 他

<今後の予定>
第 2回実行幹事会

開催 日 :令和元年 12月 16日 (月 )18:00～ 19:00け定)
終了後、決起集会

第 1回実行委員会

開催日 :令和元年 12月 24日 (火)11:00～ 12:00

各部会 (イベント部会、100だるま部会、銘産ステージ部会)

開催 日 :令和 2年 1月 開催予定

第 3回実行幹事会

開催 日 :令和 2年 1月 下旬開催予定

※会議終了後、懇親会を開催します。 会場 :バルバロッサ



第1回長岡雪しか祭り実行幹事会 出欠席名簿

NO 会 議 怒級会 役職名 氏   名 所属団体・役職名 役職名

○ ○ 実行幹事長 渡辺 美子 NPO法 人市民協働ネットワーク長岡 副代表理事

ベ ン

○ ○ 部 会 長 山岬 達美 長岡市子ども会連絡協議会
l

1副
会長

○ ○ 副部会長 中村 洋志
l

1長
岡のまつ り活性化委員長(一社)長岡青年会議所

× × 担当チーフ 西原、 一男 長岡市子ども会連絡協議会
1事
務局長

○ ○ 担当チーフ 石坂 浩太
l

(一 社 )長 岡 青 年 会 議 所
    1長

岡のまつり活性化委員会 雪しかチーフ

・ ス

○ ○ 部 会 長 竹田 浩 -7 =*(m
× × 副部会長 藤井  芳 閣イチゼン石油 代表取締役

○ ○ 副部会長 可児 雅幸 高橋調査設計閣 代表取締役

○ ○ 部 会 長 今井 富雄 (材0ト ミープランニング 代表取締役

10 × × 副部会長 浅井 俊典 口宮本村 イベン ト部長

11 ○ ○ 副部会長 ニッ家 洋司 〔沐)Deux― PLAN 会長

12 ○ ○ 担当チーフ ニッ家 和樹 代表取締役

オ ブ */\*
13 ○ × 鈴木 将 スノーフー ドブラン ド協議会

l

1理
事

14 ○ ○ 佐山 靖和 長岡市 観光事業課 課長

○15 ○ 渡辺 雅幸 〃 係 長

16 ○ × 燕 敦史 ′′ 主査

17 ○ × 池田 奈央 ′′ 主事

18 ○ ○ 柳鳥 和久 (一財)長岡花火財団 常務理事

× × 佐々木 秀俊 ′′ 事務局長

20 ○ ○ 小林 歩 ′′ 事務局次長

21 ○ ○ 青柳 卓 ′′ 主任

22 ○ ○ 安藤 稔彦 ′′ 主任

23 ○ ○ 山田 慎一 (一社)長岡観光コンベンション協会 専務理事

24 ○ × 田中 晃 次長

25 ○ × 八百板  さゆり

26 ○ × 和田 竜也

27 ○ ○ 長谷川 和明 長岡商工会議所 事務局次長

28 ○ ○ 片桐 康成 長岡商工会議所 営業サービスグループ 主幹

29 ○ ○ 田中 絢子 係長

30 ○ ○ 矢部 雅信 工業担当

31 ○ ○ 星 尭明 商業観光担当

同
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資料No.2

第 35回長岡雪しか祭 り 事業計画概要(案)

1.名  称  第 35回長岡雪 しか祭 り

令和 2年 2月 15日 (土)11:00～ 18:30 ※雪花火含む
(食楽座は 17:50ま で )

16日 (日 )10:00～ 16:00

場  ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森

長岡雪しか祭 り実行委員会

長岡市、長岡商工会議所、(一社)長岡観光コンベンション協会

(一財)長岡花火財団、(一社)長岡青年会議所

(一社)長岡市建設業協会、長岡市子ども会連絡協議会、

長岡市出雲崎町小中学校 PTA連 合会、明日の郷土を語る会、
魅力ある大積を創る会、長岡市レクリエーション協会、

越後ながおか農業協同組合、閉 JTB関 東法人営業長岡支店、
JR東 日本新潟支社、東 日本電信電話閉新潟支店、
新潟 日報社、朝 日新聞新潟総局、毎 日新聞新潟支局、読売新聞新潟支局、

産経新聞新潟支局、日本経済新聞社長岡支局、

長岡新聞社、NHK新 潟放送局、BSN新 潟放送、
NST、 TeNYテ レビ新潟、UX新潟テレビ 21、
いエヌ 0シィ・ティ、FMながおか80。 7        計25社

7. 事:業 目的 長岡の冬を思いっきり楽しむことができ、長岡地域ならではの特色

を活かしたにぎわいのある「長岡雪しか祭り」を開催する。

8.事業内容  ①イベント部会

3.会

4.主

5。 共

催

催

6.後援予定

わんぱく広場(ジャンボすべ り台)他

② 100だるま部会・・。100だるま、雪あかり、親子ふれあい広場 他

③銘産・ステージ部会・・食楽座・銘産コーナー、雪花火 長岡花火、
ステージイベント(雪の女王など)他

以 上
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資料No.4

第34 「長岡雪しか祭り」次回への課題・改善策・反省点の整理

来場者 e関係者からのご意見、運営事務局スタッフ (市・ コンベ・花火財団 0会議所)からの反省事項
を精査し、「長岡雪しか祭り」をより良<するための次回への申し送り事項とするもの。

1.わんぱく広場
｀t●ソイガイヤーと餅つき、雪中宝探し(小雪のため「ソイガイヤーとじゃんけん大会」は回数 (時間)

Lk  、.
を決めずに、常設でやってほしい。 予:単 し、t、 .
●空からもちまきは、子どもエリアをつ<つたが大人が入つてこれないよう|こしてほしい。

【対応策】

⇒もちつきや宝探しなどは、寄せられた意見を青年会議所にお伝えし、イベントの再検討を行なつ

ていただ<。

⇒空からもちまきは、子どもエリアを四方で囲むようにする。(33回同様)

2.食 楽座・雪 しか市
●わんぱ<広場は1日目は群像前に配置。2日目はハイプ近<に変更したが、お客様は少なかった。

【対応策】

⇒わんぱ<広場の飲食出店については、「出店なし」にするかどうか検討を行なう。

ベ

●「雪の女王」は、長岡の観光PR大使としての長岡を発信する各種イベントからの出演要請が増
えており、発信力もある。ルールや謝金を決めたほうがいい。

【対応策】

⇒出演者要請の受付・調整等を行う団体を決め、「雪の女王」を通じた効果的な観光 PRができる
ように検討する。

4.雪花火
●メッセージ花火はメッセージが長いものがあった。

●花火の玉殻が信濃川を挟んで東地域にも落ちていたと苦情をいただいた。

●10月の台風の影響で打上げ現場に泥が上がり現状では打上げできない。対応検討中。

【対応策】

⇒メッセージにも字数制限が必要。

⇒花火終了後は玉殻状況を確認し、必要に応じて清掃会社に収拾・清掃を依頼するなど必要。

5.親 子ふれあい広場

【対応策】

⇒衛生面を考え、バンチカーペットを敷<などを検討する。→見積り依頼中

●プラレール広場は「床に何も敷かないのはいかがなものか」と電話をいただいた。



6. 100 だるま大会
●100だるまの名称を変更したらどうか。
●少雪のため中止となつた場合、代替を用意してほしい。

●雪あかりは設置 0撤去が大変である。

【対応策】

⇒名称については、変更せず、現状にふさわし<来場者にわかりやすいPR方法を部会
で検討する。

⇒少雪の場合等、中止の際の代替イベントを部会等で検討する。

⇒雪あかりは、LEDを使用するなどを検討する ※雰囲が出ないため LEDは使用しない

7。 その他

●開始時間が食楽座 (11時)と、わんぱ<広場 (10時)で違うため、来場者に誤解を招いた。
●大□協賛をいただいた企業については、PRを差別化できないか。
●「スノーフード」は次年度も開催予定である。雪花火にタイミングを合わせたイベントなので、
連携をしたほうがいい。

【対応策】

⇒雪しか祭り初日の開始時間を 11時に統一する。
⇒チラシに会社名掲載のみでな <、 ○○円以上は協賛ボードに名前を掲載するなどを検討する。

⇒スノーフード協議会にも実行幹事会のメンバーに加入してもらい、連携をとれるようにする。

迷菫旦旦回重旦宣登り上⊇盤塞会匡Zブザーバーとして参加を案内

●シンボルだるまは周知のデザインのものが良いのでは。

●ヘリコプター体験搭乗⇒大島方面には飛ばさない (第34回のときにクレーム有り)



第34回長岡雪しか祭り 決算書
<収入の部> (単位 :円 )

項 目 平成31年予算額(A) H31年予算内訳 平成31年決算額(B) H31年決算内訳 比較(A― B)

補助金 9.600,000

長岡市

長岡商工会議所

長岡観光コンベ協会

9,000,000

400,000

200,000

9,600,000

長岡市

長岡商工会議所

長岡観光コンベ協会

9,000,000

200,000

0

協賛金 7,100,000

長岡市懇請分

長 1司 商上会議所懇請分

長岡観光コンヘ
・
懇話 分

花火財団懇請分 (花火含 )

1,300,000

2.000,000

450,000

3.350,000

6,935,570

長岡市懇請分

長岡商工会議所懇請分

長岡観光ヨンヘ寒 請分

花火財田懇請分 (花火合 )

1,190,678

2,035,000

454,892

3,255,000

▲ 164,430

諸収入 2,736,000

食楽座関係

メッセージ花火代金

雑収入

2,392,000

300,000

44,000

3,796,971

食楽座関係

メッセージ花火代金

雑収入 (けやき出店料45000ほか)

2.515,950

1,233,000

48,021

1,060,971

計 19,436.000 20,332,541 896,541

<支出の部> (単位 :円 )

部会名 平成31年予算額(A) 1131年予算内訳 平成31年決算額(B) H31年年決算内訳 比較(A-3)

イベント部会

2,056,000

内訳

屋外イベント費 471,000

設備費   1,585,000

屋外イベント経費

空から餅まき経費

会場設甘費

放送設備

347,000

124,000

1.405,000

180,000

2,107,416

内訳

屋外イベント費 491,016

設備費 1,616,400

屋外イベント経費

空から餅まき経費

会場設営費

放送設備

367,016

124,000

1,436,400

180,000

51,416

100だるま
部会

358,000 100だ るま・雪あかり経費

事務費

324,000

34,000

218,365 100だるま・雪あかり経費

事務費

168,739

49,626

▲ 139,635

銘産・ステーう

部会

8,869,000

内訳

屋内イベント費 1,131,000

設備
1費
   3,064,000

事務費   35,000

花火関係経費

花火延期関係費

4,639,000

0

ステージイベント経費

雪の女 I開 f`こ経費

(謝金・賞金含む )

食楽座経費

ステージ設営経費

食楽座設営経費

消耗品、手数料等

1,000,000

131.000

395,000

746,000

1,923,000

35,000

花火関係経費

花火延期関係′t

4.639,000

0

9,515,310

内訳

屋内イベント費 1,191,146

設備費    2,976,960

事務費 44,644

花火関係経費

花火延期関係費

5,302,560

0

ステ ―ヽジイベント経費
(雪の女王運営経費含む )

雪の女王諸経費

(謝金、賞金等)

食楽座経費

ステージ設営経費

食楽座設営経費

消耗品、手数料等

1,000,000

191,146

417,360

745,200

1,814,400

44,644

花火関係経費

花火延期関係費

5,302,560

646,310

事務局費

8,153,000

内訳

会場設営費

警備費

会場使用料

諸経費

設備費

宣伝費

少雪対策費

3,000,000

955,000

2,300,000

506,000

540,000

852,000

0

雪運搬経費
すべり台等作成費等

3,000,00C

955,000

2,300,000

506,000

540,000

852,000

0

会場内警備経費

会場使用料

諸経費

看板等設備経費

ホ・スターザランはか広報宣伝

費

少雪対策費

8,491,450

内訳

会場設営費

警備費

会場使用料

諸経費

設備費

宣伝費

少雪対策費

2,397,192

953,958

2,155,798

501,077

540,000

841,221

1,102,204

雪運搬経費
すべり台等作成費等

会場内警備経費

会場使用料

諸経費

看板等設備経費

ホ・スター・チランほか広 1颯宣イ云

費

少雪対策費

2,397,192

953,958

2,155,798

501,077

540,000

841,221

1,102,204

338,450

合計 19,436,000 20,332,541 896,541

収入

20,332,541
又 出

20,332,541
差引

0



長岡雪 しか祭り実行委員会 事務局 (FAX34-4500) 行
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・…第35回長岡雪しか祭り 概要・・・・・
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寿多を暦力:ιた、だぎわιlのある簾クを″階しま菟.

●主催 長岡雪しか祭り実行委員会
●共催 長岡市、長岡商工会議所、(―社)長岡観光コンベンション

協会、 (―財)長岡花火財団、 (一社)長岡青年会議所
Z

●期日 令和発年2月 15日 (土 )、 16日 (日 )
●会場 ハイプ長岡と千秋が原ふるさとの森
●主なイベント (入場無料)

ジャンボスノー滑り台、雪壁のぼり、雪あかり、雪花火、
雪の女王コンテスト、ステージショー、食楽座・ 雪しか市

●入場者数 2日間で約55,000人 (2019年実績)

醤種轟
機

犠
摯

「雪しか」の由来

冷蔵庫というものがまだ各家

庭仁普及していないころ、長岡で

は自然のもたらす「雪」を冷蔵・

保冷のために用いていました。そ

のため、市内各地には、この雪を

保存するための「雪にお」(雪を

ピラミット形に高く積み上げ、表

面をむしろで覆つた雪山)が作ら
れ、雪 (雪氷)は、一年中、冷蔵
用として販売されていました。

「雪しか」 雪 (雪氷)の

:こ由来

ら、「雪にお」のことを、親しみ
を込めて「雪しか」と呼んでいた
といいます。

食楽座 (飲食)・ 雪しか市 (物販)は、おしヽしいもの盛りだ<さんのお食事 。喫茶コーす―と楽
しいお買物コーす―で、雪しか祭りの人気イベントです。

お祭りを一緒に盛り上げていただける皆様、ぜひご出店<ださい。

***長 岡雪しか祭りの様子 ***

食楽座 雪しか市

_」哺}
Q=J｀ _
η町颯F
´尋

。
「
〓

長岡最大の冬のイベント。

毎年、たくさんの親子連れ

などで、にぎわいます。

雪壁のばり ソング&ダンスアワード 空から餅まき

‐

1■日llll「 ::

「

旦

翡 一
一
一



::.:「 1‐ _―  =|・
 ‐:〔

‐  _  =.= ―
`.

12月 17日 (火 )

2年 1月上旬

出店申込書提出〆切

(期限内必着)

出 店 要 項 (案)

α亜醒塾企製製璽襲1旦動塾≦二」饉塑塑1上匡塾工
=:ユ
蔓□塑重

長岡雪しか祭りならではのメニュー・商品・サービスが提供できる長岡童

内の業者または菫塾業童二(量量ヨ理鍾護襲:運理ユ國こ強l、_Ii■l∠≦璽[菱E:亘 二ゝ重言直

史篭の星食昼受け鐘堕二重童重んユ _

②塑壁窒ヱ憂菫壼二L生二曇菫菫:塾2塑壺憂コニ菫
=二
丞ヒ
=:」

L菫二二_重型コ厘匿0匹室二重童里]塁∠1
と一切重担りのない童

屋内・・・ハイプ長岡lF大展示ホール (長岡市千秋3丁目315番地)

●出店留意事項 ハイプ長岡への出店に関しては、ガス使用の制限がありますので、下記の回数
を上限とします。 (ガス回数)1業者あたり 2□ま
※なお、大展示ホール全体で制限されていますので、許容量を超える場合

には、実行委員会で調整または出店をお断りさせていただきます。

璽璽壁旦基型塁菫二塁」壁聖壁菫肇塑壁壁壁量菫⊆≧塑墾室壁璽塁型堕≧菫型堕塑壁壁壁曇≧璽菫菫塾塾曇曇塁塁塑≧型璽塑≧塁塁璽二皇

き壺選甍識

イベント開催
令和元年 2月 15日 (土 )

16日 (日 )

11:∞ ～17:50
10100～ 16:00

搬 入 令和元年 2月 14日 (金)12:00～ 16:CЮ

搬  出 令和元年 2月116日 (日)16:30～ 17:30

●出店スケジュール

出店を希望される方は、添付の申込書により、

期限までに FAX又は郵送、持参にてお申込みくだ
さい。

1月下旬

出店者決定 ■■小門攀廷:露歪し、
=吉
者を決■ _,ぎ 可

=定
遇貨[i,・ 三」菫蓬言元鴫豊案翔 ■≡て

==:の
■・

=■
■■_ら ■ン3こ

~

極店者説明会 詳細の打合せを行います。必ず二出菫く二菫堕=

↓

↓

1-整 i:三十二1幸塾_■ .
小間料、共益費、電気料金、ガス料金は事前納入

となります。

2月 15日 016 搬入は 2月 14日、撤収は 2月 16日の当日です。

経費の糧算 売上賦課金等は当日精算となります。

●出店の決定

(1)出店の可否決定は、実行委員会に一任されます。結果については、個別に通知します。

② 出』壼 理肇壁塁二慶 塞 盤 二」ヒ厘l三
=Lと
二塑屋選塾1」LL二重丞C生上塑型 l渥、_二圭」堕ユ四Z丞≦笙凶國LZ二重鐘 圧至l匡塾菫El∝1

ともに、丘国壺墜の事菫:董室:優五重皿:墓塾豊し【塞重:重星重ヨ【塑聾塾象塁
=二

_

(3)小間の配置は、出店品目 (地域性や種類等)、 使用設備内容 (電気配線の有無、ガス管使用の有無

等)、 会場構成等を総合的に考慮して実行委員会が決定し、出店者会議の際に発表します。

↓

↓

イベント開催
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炭、薪等の裸火を使用すること。

危険物を持ち込むこと。(ガソリン、マシン油、灯油、核燃料物質、火薬類等)

建物内ヘプロバンガスボンペを持ち込むこと。

延長コードやタップ等で電気の回数を増やすこと。ガスを二股で使用すること。

(使用した場合は、出店を取り消す場合があります)

建物 (壁面、柱等)に張り紙等をすること。(張り紙ができるのは小間内のみ)
調理等により、煙を多量に出すこと。(建物内)

その他、実行委員会及びハイフ長岡から指示される事項 上雇者会議 e寺 |こ説明予定 ,

●その他のお願い

(1)主催者は会場全般の警備にあたりますが、出店者の係員は小間内に必ず常駐し、来客の対応その
他の業務を行うとともに、出店物管理の責任を負つていただきます。主催者は出店萄の盗難、総失、
火災、横傷等出店者の損害に対しては、一切その責任を負いません。
(2)会場の建造物、付帯設備、備品、レンタル備品を破損、紛失などして損害が生した場合、その横
害の原因となつた出店者が損害賠償責任を負います。
(3)塁量」蟹踵塵塑笙型鯉璽壺臼璽震ゝ

`塑

風出墜IL豊宣登ってくださぃ。(食品を取り扱う場合、臨時売
店で保健所の許可がこれるものに限ります。)

“

)1月工墓匡曇饉垂饉饉廷壁菌国醒』塾量趣L豊国!遵理□剖
=墨
菫四しますので襲すこ出席ください_

(0 この要項に定めのないものについては、実行委員会の指示に従つてください。

●出店区分・出店料等

以下の4つから選択いただきます。
食楽座

ハイプ長岡大展示ホール内仁出店します。ガスは使用できますが、制限があります。
食楽座 (

ハイプ長岡大展示ホール隣接の屋外テントにて調理し、商品を屋内に持ち込んで販売
します。屋内では調理できませんが、屋外はプロバンガスの使用が可能です。
食楽庄「肇菱電気:層■ ,

ハイプ長岡大展示ホール内に出店します。屋内で電気調理器で調理し、販売します。
ガスは使用できません。テント1/2張単位で募集します。

お買いものコーナーとして、ハイプ長岡大展示ホールに出店します。持ち帰り品のみ
販売が可能です。

※詳し<は、別紙「出店区分・ 出店料等」をご覧<ださい。

●申込み方法  添付の出店申込書に必要事項を記入のうえ、雪しか祭り実行委員会事務局
(長岡市観光事業課)へ FAX又 は持参して<ださい。
.■

・ 1‐ .:|||‐ |

※締切後の申込みはお受けしません。
※FA× の場合は、必ず電話で着信確認を行つて<ださい。

【申込み・間合せ先】長岡雪しか祭り実行委員会 銘産 0ステージ部会
事務局 (長岡市観光事業課内) 担当 :池田、燕
〒9∝XX62長 岡市大手通 2丁目6番地
フエニックス大手イースト6階

電話 (0258)39-2221/FAX (0258)39-3234

5元年 12月 17日 (火 )

ノ

(屋内調理)

|



※ハイブ長岡内出店位置イメージ

《大展示ホール》

含
屋外調理テント

入

口

ス
テ
ー
ジ

雪しか市

屋外テン トで調理 し、屋内のブースで販

売 します。


